
保護者等への連絡・配布資料のデジタル化

～みんな喜ぶデジタル化の道を考える～

令和5年（2023年）3月22日（水）
令和4年度 学校における働き方改革フォーラム

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム 理事長
（一社）北海道開発技術センター（dec） 地域政策研究所 参事

文部科学省ICT活用教育アドバイザー
元 札幌市立小学校校長

新 保 元 康



あの日
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2011年8月撮影 釜石



2012年11月撮影 気仙沼

2011年3月11日東日本大震災



札幌市立山の手南小学校
2011年3月11日のメール

緊急時のメール一斉配信の強みを実感



学校・保護者等間の連絡デジタル化

１）アンケートなどの配布・回収・集計

２）遅刻・欠席連絡

３）日常的なお便りの配布

４）緊急時の一斉連絡
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働き方改革・保護者の信頼醸成に効果あり
どこまで進んでいますか？

緊急時だけではありません



学校・保護者等間の連絡手段の現状①
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保護者等への連絡は、大幅にデジタル化進行中！
★特に市区町村では、昨年度から大きく伸び、８割以上で実施（R3:56.3％）。

令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果より
（調査基準日 令和４年９月１日） https://www.mext.go.jp/content/20221223-
mxt_zaimu-000026593_4.pdf をもとに作成

㉑■学校と保護者等間における連絡手段について、
Webアンケートフォーム等を活用してデジタル化
を図っている（保護者向けアンケート、欠席・遅刻連絡、学校からのお便り等）

実施中 検討中

https://www.mext.go.jp/content/20221223-mxt_zaimu-000026593_4.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20221223-mxt_zaimu-000026593_4.pdf


学校・保護者等間の連絡手段の現状②
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<<内容をよく見ると…差があります>>
・緊急連絡、アンケートのデジタル化＝進行
・欠席遅刻連絡、日常の便りのデジタル化＝遅れ気味

令和４年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果より
（調査基準日 令和４年９月１日） https://www.mext.go.jp/content/20221223-
mxt_zaimu-000026593_4.pdf をもとに作成

【㉑付問】デジタル化を図っていること（複数回答）

緊急時連絡

日常お便り

欠席遅刻連絡

アンケート
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保護者連絡デジタル化推進のコツ

欠席遅刻連絡 日常お便り

保護者に分かってもらうには…
どうすればいいのでしょう？
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「共働き」が当たり前の時代
ヒマな人は一人もいません 保護者も地域も…

出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構 https://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/timeseries/html/g0212.html

＜その１＞一番大事な基本認識



・総人口、減り始めて15年目既に約300万人減少
・生産年齢人口は既に約1,200万人以上減少

＜＜日本中が人手不足＞＞＝＜＜みんな忙しい！＞＞

2008年ころ
総人口ピーク

1995年ころ
生産年齢人口ピーク

今
コ
コ

出典：厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html より作成

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21481.html
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①保護者の大変さへの共感から始める

②いつでもどこでも情報共有の良さを説明・強調

③実験的なスタート

△説明→納得→実施

〇説明→実験（一部実施）→小さな成功

→積み上げと情報共有→実施→納得の拡大

＜その２＞保護者のメリットを強調！

＜＜働き方改革の話題＞＞

ついつい「学校の大変さを強調しがち」
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①丁寧さより結論と分かりやすさ
②そもそも必要な情報への絞り込み（情報精選）
③任意×納得からの小さなスタート

→小さな成功の共有→共感・納得の広がり
④効率化による質の高まり事例を共有

ex.クラウドで欠席連絡が一般化すると、朝の職員室に余裕が生まれ、
教師の安心＆授業の質の向上＆個別対応充実

＜その３＞そもそも必要な情報か吟味

＜＜陥りがちな罠＞＞

デジタルの良さを生かそうと

がんばりすぎる学校

ex.<情報増> <アンケート増> <強制的空気>
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「えりも小」の好事例に学ぶ
Googleマップより https://www.google.com/maps/@46.7445658,136.506685,3647689m/data=!3m1!1e3

えりも小学校



開校明治10年（1887年）
児童数146名

「えりも小」の好事例に学ぶ



学校DXに熱心に取り組み
授業改善×働き方改革推進

「えりも小」の好事例に学ぶ



「えりも小」の好事例に学ぶ

実
施
済
み

アンケート

欠席遅刻連絡
（電話OK）

緊急時連絡

ト
ラ
イ
ア
ル
中

日常お便り



「えりも小」の好事例に学ぶ

佐藤裕哉校長

「４ステップで進めてい
ます」
①PTA役員説明
②1月学校だより説明
③2月3月試行
④4月完全実施

注目！
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①そもそもの文書を簡素化
②試験的段階的にメールへ（4月から100％）
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働き方改革に直結
保護者説明に、ぜひ参考にしたいですね！

R4年度改訂事例集にはメリット明記



（おまけ）保護者連絡DXのこれから

１）保護者連絡のそもそもの重点化・簡素化

必要な情報へのさらなる絞り込み

２）保護者アカウントは、学校で管理しない方向

・クラウドサービスを利用した連絡システム

・チャット活用の検討

３）電話対応の質の向上＆効率化

・仕分け・記録・テキスト化等

４）大部分はより効率的に対応し、生まれた時間を

働き方改革と個別の丁寧な対応に振り向ける

クラウドサービスの進化はさらに進む
変革の時代だからこそ学び続ける必要性
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ありがとうございました
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